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建設という甚大な環境負荷を伴う行為には強く「つくる責任とつかう責任」が求められると考える。最小限の建築、最小限の設備、
最小限のエネルギーで最大限の活用の場を提供することに大きな意義がある。また長期に渡り存在する建築はそのライフサイクル
を通じて環境負荷を抑制する必要がある。結果としてそれが「住み続けられるまちづくり」につながる。本建物では「建設行為の
ミニマル化」「建築設備のミニマル化」「未完成デザイン」「材料への取組」を通してGoals達成に貢献する。

ミニマルで未完成な成長する建築 ライフサイクルを通じた環境貢献
Goal 12 つくる責任 つかう責任 Goal 11 住み続けられるまちづくりを

様々な発想の「快適」な環境 みんなに「平等」なワークプレイス
Goal 8 働きがいも 経済成長も Goal 5 ジェンダー平等を実現しよう

制御技術が叶える省エネな建築 机上ではない実際の省エネで環境貢献
Goal 7 エネルギーをみんなに そしてクリーンに Goal 13 気候変動に具体的な対策を

気候変動への対策としてZEBを目指すことは建築業界における重要な目標である。それは認証で求
められる「数値計算上のZEB」ではなく「実運用上のZEB」である。認証のための数値計算に反映
できる手法を優先するのではなく、数値計算に反映できずとも実効性が高く、費用対効果の高い手
法を選択していくことが技術者倫理に基づくあるべき姿だと考える。本建物は「本当のZEB指向型
建築」を目指すことによりGoals達成に貢献する。

一つの建物には多種多様な人が働くが、その全ての人に対して共通の「快適」の答えはない。なら
ばより多くの「快適」を提供することが重要と考える。自分の快適を探す、自分の快適に寄り添う、
自分自身が快適に向かう、快適へ様々なアプローチをしたワークプレイスを提供している。より多
くの異なる「快適」を生み出すことが、結果としてみんなに「平等」な空間となると考える。本建
物では「環境選択型ワークプレイス」「環境変化型ワークプレイス」「身体調整型ワークプレイ
ス」を通してGoals達成に貢献する。

単一の「Goa l」ではなく「Goa l s」の達成を目指した建築
本建物はazbilグループの中核研究開発拠点における実験作業環境を担うと共に、アズビルの最新技術を試し、見て、体験できる空
間でもある。この建物そのものが生きた実験装置であり、同時に生きたショールームとなるアズビルの未来を集約した建物である。
同じように本建物におけるSDGs目標達成への取組は各々が独立したものでなく1つの取組が複数の目標達成に貢献する、あるいは
1つの目標達成が次の目標達成につながる複合的な取組であり、まさに「Goal」ではなく「Goals」達成に貢献し得るものである。

■計算値でなく実効値を求めた省エネ建築

■「環境選択型」好みの環境を探せるワークプレイス

竣工は建物の完成ではなく、成長過程の一端である、と捉え実験機器の増設・改修
や経年劣化が生じても違和感（つぎはぎ感）が生じないデザインとした。

最先端技術に頼るだけでなく、材料そのものを見直すという懐古主義的なローテク
ノロジーにより、資材や労務を削減し建設時のCO2排出を抑制した。

■「環境変化型」好みの環境に変わるワークプレイス

■「身体調整型」好みの体温に整えるワークプレイス

照明と連動したムラのある温熱環境
によりPC等での温度設定の確認な
しに、直観的に好みの温度環境を選
択して働くことができる、環境選択
型のワークプレイスを提供する。ま
た照明のクルーゾフ効果により空調
温度差はより誇張して体感され、快
適感を更に高めている。

ワイヤレスセンサと吹出口毎の分散
VAVによりきめ細やかな個別制御を
行い、自動で快適な温熱環境となる
さながらパーソナル空調のような環
境変化型のワークプレイスを提供す
る。また個別制御でありながらも隣
接機器でのサポート制御を行うこと
で、全体最適な空調も可能となる。

屋外テラスのワークプレイスは自然の風や光を感じるだけで
なく、水位と温度が自由に制御できる足湯により血液を通し
て全身の温熱感を整えることで、外気温に左右されず1年を
通して屋外での快適なデスクワークが可能な利便性の高い身
体調整型のワークプレイスを提供する。

実験室

実験室

会議室

社員食堂

コワーキング 物流

実験室 厨房売店

厨房

4～6F

3F

2F

1F

■建築行為のミニマル化 ■建築設備のミニマル化
本建物は「ZEB認証」のための計算上のBEI値には拘らず、実運用での省エネルギーを実現するこ
とに拘った。実際に確認申請時のモデル建物法のBEI値は0.69と高くZEB Readyにははるかに届か
ない結果であった。それに対し実際の運用データでのBEI値は0.30と70%の省エネを達成した。

将来的な実験の変化に対応しやすいフレキシブルな実験室
として、防火区画のない整形ヴォリュームを確保するため、
コア（縦導線、トイレ、設備、シャフトなど）を全て外付
けとした。必要な機能を必要な場所に隣接して配置するこ
とで、無駄な空間を一切有さないミニマルな建築となる。

冬期や中間期は冷涼な外気による冷房を行い、ピーク時以外は間欠
空調を許容することで冷温水2管式で冷暖フリー空調を実現してい
る。冷暖同時要求時には1台の空調機が冷風・温風を交互に供給し、
VAVを適切に制御することで、あらゆる負荷に対応する。

■未完成デザイン ■古くて新しい材料への取組

従来の暗いイメージを刷新する伸びやかな照明とコーポレートカラーの赤が際立つ社員食堂

見学導線に沿って案内が容易な屋上設備

整然な天井設備によるフレキシブルな実験室

メイン導線に向けた敷地の顔となる外観

拠点外・社外の人も活用可能なワークプレース

空調温度と連動する照明制御（１つの連続撮影した動画から切り出した無加工画像）

自然の風と光を感じながら快適な環境で議論が盛り上がる足湯テラス

塗装でなくALGCにより工期短縮保温内貼りによるラッキング削減綺麗な段ボールダクトよる天井削減最新の製品へ新陳代謝する展示空間試作センサーの設置が容易な天井色むらを許容するメンテフリーな外装

建建 築築 主主  ：： アア ズズ ビビ ルル 株株 式式 会会 社社
設設 計計 者者  ：： 株株 式式 会会 社社 日日 建建 設設 計計
施施 工工 者者  ：： 大大 成成 建建 設設 株株 式式 会会 社社
所所 在在 地地  ：： 神神 奈奈 川川 県県 藤藤 沢沢 市市
主主 要要 用用 途途 ：： 実実 験験 施施 設設 ・・ 食食 堂堂
敷敷 地地 面面 積積 ：： 22 99 ,, 33 00 00 .. 55 66  ㎡㎡
建建 築築 面面 積積 ：： 22 ,, 33 11 99 .. 55 88  ㎡㎡
延延 べべ 面面 積積 ：： 11 00 ,, 66 88 22 .. 33 99  ㎡㎡
階階 数数  ：： 地地 上上 66  階階 ,,  塔塔 屋屋 11  階階
構構 造造  ：： 鉄鉄 骨骨 造造
竣竣 工工 日日  ：： 22 00 22 22 年年 55 月月
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